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〔
商
法
　
三
七
八
〕

株
主
総
会
決
議
を
欠
く
こ
と
を
理
由
に
、
取
締
役
退
職
慰
労
金
の

支
払
請
求
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
さ
れ
た
事
例

（
灘
灘
蠕
蔀
簾
⊥
ハ
ー
八
頁
）

判例研究

〔
判
示
事
項
〕

　
株
主
総
会
や
取
締
役
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
が
一
度
も
な
く
、
株

主
は
い
ず
れ
も
代
表
取
締
役
の
影
響
下
に
あ
る
同
人
の
ワ
ン
マ
ン
会

社
に
お
い
て
、
退
職
し
た
取
締
役
に
対
し
て
、
内
容
証
明
郵
便
に
よ

り
退
職
慰
労
金
に
関
す
る
通
知
を
行
い
、
さ
ら
に
、
未
払
右
退
職
慰

労
金
を
損
益
計
算
書
に
計
上
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
法
人
税
の
申
告

も
行
っ
て
い
る
場
合
、
株
主
総
会
決
議
を
欠
く
こ
と
を
理
由
に
右
慰

労
金
の
支
払
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
衡
平
の
理
念
か
ら
し
て
許
さ
れ
な

い

〔
参
照
条
文
〕

商
法
二
六
九
条

〔
事
　
実
〕

　
Y
株
式
会
社
は
A
、
X
兄
弟
の
父
親
が
設
立
し
た
織
物
の
卸
売
業

を
営
む
会
社
で
、
取
締
役
を
含
め
た
従
業
員
は
、
昭
和
三
七
年
頃
で

七
、
八
人
、
平
成
元
年
六
月
頃
で
一
六
、
七
人
で
あ
っ
た
。
Y
社
に

お
い
て
は
、
少
な
く
と
も
A
が
代
表
取
締
役
に
就
任
し
た
昭
和
四
〇

年
頃
以
降
、
株
主
総
会
や
取
締
役
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
一
度
も

な
く
、
取
締
役
の
改
選
も
、
A
が
一
人
で
決
定
し
、
そ
の
旨
の
登
記

を
行
っ
て
お
り
、
X
お
よ
び
A
の
母
親
で
あ
る
B
が
Y
社
取
締
役
を
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辞
任
し
、
A
の
妻
が
取
締
役
に
な
っ
た
際
に
も
、
株
主
総
会
は
開
催

さ
れ
ず
、
A
が
そ
の
よ
う
に
決
定
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
な
お
、
利

益
配
当
は
何
回
か
な
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
利
益
配
当
金
は
Y

社
の
新
株
発
行
の
際
の
払
込
金
に
充
て
ら
れ
た
。

　
Y
社
の
株
主
構
成
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

Y
社
の
提
出
す
る
株
主
名
簿
に
よ
れ
ば
、
Y
社
が
株
主
と
主
張
す
る

名
義
人
は
、
A
の
親
族
を
含
め
い
ず
れ
も
同
人
の
影
響
下
に
あ
る
人

物
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Y
社
提
出
の
定
款
に
は
、
株
式
を

譲
渡
す
る
に
は
取
締
役
会
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
記

載
さ
れ
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
X
の
取
締
役
在
職
中
に
右
譲
渡
承

認
の
取
締
役
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
そ
し
て
、
X
は
、
Y

社
退
職
時
、
A
か
ら
自
己
が
八
万
株
の
株
主
で
あ
る
と
知
ら
さ
れ
、

右
株
式
の
譲
渡
代
金
を
受
領
し
た
が
、
そ
の
際
に
も
、
Y
社
の
株
主

に
つ
い
て
十
分
に
承
知
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
A
だ
け
が
こ
れ

を
掌
握
し
て
い
た
。

　
平
成
元
年
五
月
頃
、
A
と
B
の
間
で
争
い
ご
と
が
起
き
た
。
X
は

そ
れ
に
巻
き
込
ま
れ
、
Y
社
の
業
務
執
行
等
と
は
直
接
の
関
係
が
な

い
理
由
で
同
社
の
取
締
役
を
辞
任
し
た
（
同
年
六
月
二
二
日
付
）
。

そ
の
後
、
A
は
Y
社
の
代
表
取
締
役
と
し
て
、
同
年
一
二
月
二
五
日

付
内
容
証
明
郵
便
で
、
X
に
対
し
て
、
同
年
一
〇
月
二
〇
日
に
決
定

し
た
X
の
退
職
慰
労
金
が
金
三
〇
〇
〇
万
円
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
を

未
払
退
職
金
と
し
て
計
上
し
て
い
る
こ
と
、
X
へ
の
右
退
職
金
の
支

払
を
停
止
す
る
こ
と
に
し
た
こ
と
を
通
知
し
た
。
本
件
訴
訟
は
、
X

が
Y
社
に
対
し
て
右
退
職
慰
労
金
の
支
払
を
請
求
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
Y
社
は
、
同
社
の
定
款
に
は
退
職
取
締
役
に
慰
労
金
と
し
て
金
三

〇
〇
〇
万
円
を
支
払
う
旨
の
定
め
は
な
く
、
X
に
対
す
る
退
職
慰
労

金
の
支
給
に
つ
い
て
株
主
総
会
が
開
催
さ
れ
た
事
実
も
な
い
、
と
抗

弁
し
た
が
、
本
判
決
は
〔
判
旨
〕
引
用
の
理
由
で
抗
弁
を
退
け
、
X

の
請
求
を
認
容
し
た
。

〔
判
　
旨
〕

　
「
Y
は
A
を
中
心
と
す
る
同
族
会
社
で
あ
る
と
と
も
に
同
人
の
い

わ
ゆ
る
ワ
ン
マ
ン
会
社
で
あ
っ
て
、
Y
に
お
い
て
は
、
少
な
く
と
も

X
の
在
職
期
間
中
は
、
株
主
総
会
や
取
締
役
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と

は
一
度
も
な
く
、
議
決
権
、
利
益
配
当
請
求
権
そ
の
他
の
株
主
権
が

行
使
さ
れ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。

　
Y
の
株
主
が
何
人
で
あ
る
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

Y
が
株
主
と
主
張
す
る
名
義
人
は
少
な
く
と
も
A
の
影
響
下
に
あ
る

も
の
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
右
名
義
人
に
対
す
る
株
式
譲
渡
に
つ
い

て
は
、
少
な
く
と
も
X
の
在
職
中
は
右
譲
渡
承
認
に
つ
い
て
の
取
締

役
会
が
開
催
さ
れ
た
事
実
は
な
い
。

　
Y
に
お
い
て
は
、
株
主
総
会
の
決
議
と
い
う
形
式
に
お
い
て
X
に
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対
す
る
退
職
慰
労
金
の
支
給
が
承
認
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
が
、
代
表

取
締
役
A
は
X
に
対
す
る
退
職
慰
労
金
三
〇
〇
〇
万
円
の
支
給
を
決

定
し
た
（
甲
一
の
文
面
上
で
も
そ
の
趣
旨
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き

る
。
）
。
右
決
定
方
法
は
、
商
法
上
で
株
主
総
会
や
取
締
役
会
の
決
議

事
項
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
も
含
め
、
Y
に
お
い
て
通
常
行
わ
れ
て

い
る
意
思
決
定
方
法
で
も
っ
て
決
定
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
か
も
、
Y
は
、
代
表
取
締
役
A
名
義
で
、
し
か
も
内
容
証
明
郵

便
と
い
う
厳
格
な
形
式
で
も
っ
て
、
既
に
Y
を
退
職
し
社
外
の
人
間

と
な
っ
て
い
る
X
に
対
し
て
、
退
職
慰
労
金
を
金
三
〇
〇
〇
万
円
と

決
定
し
た
こ
と
及
び
右
退
職
慰
労
金
を
計
上
し
て
い
る
旨
を
通
知
し

た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
右
決
定
は
、
単
な
る
内
部
的
な
決
定
に
止

ま
る
こ
と
な
く
、
外
部
的
に
、
し
か
も
意
思
表
示
の
相
手
方
で
あ
る

X
に
対
し
て
直
接
表
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
加
え
て
、
Y
は
、
右
未
払
退
職
金
を
Y
の
損
益
計
算
書
に
も
計
上

し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
法
人
税
の
申
告
も
行
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

公
的
に
も
右
未
払
退
職
金
の
支
払
義
務
が
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
事
実
関
係
の
下
で
は
、
Y
は
商
法
に
従
っ
た
手
続
に

よ
る
の
で
は
な
い
も
の
の
X
に
対
し
て
金
三
〇
〇
〇
万
円
の
退
職
慰

労
金
の
支
給
を
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
Y
が

X
に
対
し
て
右
の
決
定
を
し
た
こ
と
を
公
式
に
通
知
し
な
が
ら
、
商

法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
退
職
慰
労
金
支
給
承
認
の
株
主
総
会
決
議
を

行
わ
な
か
っ
た
と
の
手
続
違
背
の
み
を
理
由
に
、
そ
の
支
払
を
拒
絶

す
る
こ
と
は
衡
平
の
理
念
か
ら
し
て
許
さ
れ
な
い
も
の
と
い
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
」

〔
研
　
究
〕

一
　
本
判
決
は
、
本
件
取
締
役
退
職
慰
労
金
に
つ
き
、
原
則
と
し
て

商
法
二
六
九
条
に
よ
る
定
款
の
定
め
ま
た
は
株
主
総
会
決
議
が
必
要

だ
と
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
本
件
退
職
慰
労
金
は

取
締
役
在
職
中
に
お
け
る
職
務
執
行
の
対
価
と
し
て
支
給
さ
れ
る
も

の
だ
か
ら
同
条
の
適
用
を
受
け
る
、
と
解
し
て
い
る
の
か
、
在
職
中

の
特
別
功
労
に
対
す
る
支
給
と
し
て
の
性
質
を
含
ん
で
い
る
が
こ
れ

も
二
六
九
条
の
適
用
対
象
と
な
る
と
解
し
て
い
る
の
か
は
、
明
白
で

は
な
い
。
た
だ
し
、
「
株
式
会
社
の
役
員
に
対
す
る
退
職
慰
労
金
は
、

そ
の
在
職
中
に
お
け
る
職
務
執
行
の
対
価
と
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
限
り
、
商
法
二
八
O
条
、
同
二
六
九
条
に
い
う
報
酬
に
含
ま

れ
る
も
の
と
解
す
べ
く
、
こ
れ
に
つ
き
定
款
に
そ
の
額
の
定
め
が
な

い
限
り
株
主
総
会
の
決
議
を
も
つ
て
こ
れ
を
定
む
べ
き
も
の
で
あ
」

る
、
と
す
る
の
が
判
例
の
立
場
で
あ
る
（
最
判
昭
和
三
九
年
一
二
月

二
日
・
民
集
一
八
巻
一
〇
号
二
一
四
三
頁
）
。
本
判
決
も
こ
の
立

場
を
採
っ
て
、
本
件
取
締
役
退
職
慰
労
金
に
つ
き
商
法
二
六
九
条
の
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手
続
を
必
要
と
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
こ
れ
を
前
提
に
検

討
を
進
め
る
。

二
　
X
の
請
求
す
る
退
職
慰
労
金
に
関
し
て
は
、
商
法
二
六
九
条
の

適
用
を
受
け
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
違
反
を
理
由
に
退
職
慰

労
金
の
支
払
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
衡
平
の
理
念
か
ら
許
さ
れ
な
い
と

さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
判
断
に
あ
た
っ
て
、
本
判
決
が
重
視
す
る
事

実
は
、
㈲
被
告
Y
会
社
は
株
主
の
変
動
の
な
い
同
族
会
社
で
あ
り
か

つ
代
表
取
締
役
A
の
ワ
ン
マ
ン
会
社
で
株
主
総
会
や
取
締
役
会
が
開

催
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
、
㈲
Y
社
に
お
け
る
意
思
決
定
は
株
主

総
会
や
取
締
役
会
の
法
定
決
議
事
項
も
含
め
て
代
表
取
締
役
A
が
行

っ
て
お
り
本
件
退
職
慰
労
金
の
支
給
も
代
表
取
締
役
A
が
決
定
し
た

こ
と
、
＠
Y
社
は
本
件
退
職
慰
労
金
を
損
益
計
算
書
に
計
上
し
て
法

人
税
の
申
告
を
行
い
さ
ら
に
X
に
対
し
て
右
慰
労
金
支
給
の
旨
を
内

容
証
明
郵
便
で
通
知
し
た
こ
と
、
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
ら
の
事

情
の
う
ち
、
＠
は
、
代
表
取
締
役
A
に
よ
る
本
件
退
職
慰
労
金
支
給

決
定
㈲
を
証
明
す
る
事
実
と
し
て
の
意
味
を
有
す
る
が
そ
れ
以
上
の

も
の
で
は
な
い
。
本
判
決
は
、
こ
の
点
さ
ら
に
、
外
部
的
表
示
で
あ

る
と
か
、
公
的
表
明
で
あ
る
旨
を
強
調
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
が
退

職
慰
労
金
請
求
権
を
基
礎
づ
け
る
法
的
根
拠
に
な
る
と
は
考
え
ら
れ

な
い
。
外
部
的
表
示
自
体
が
慰
労
金
支
給
債
務
発
生
の
本
質
的
要
件

と
な
る
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
し
（
退
職
慰
労
金
－
商
法
二
六
九
条
の

問
題
で
あ
り
外
観
責
任
的
構
成
に
も
無
理
が
あ
る
（
江
頭
憲
治
郎

「
本
判
決
判
例
研
究
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
〇
三
号
（
一
九
九
六
年
）

一
五
〇
頁
。
な
お
、
取
締
役
の
報
酬
に
つ
き
、
野
田
博
「
東
京
地
判

平
成
三
年
一
二
月
二
六
日
判
例
研
究
」
金
融
・
商
事
判
例
九
一
七
号

（
一
九
九
三
年
）
四
五
頁
参
照
）
）
、
も
と
よ
り
会
社
・
取
締
役
間
の

債
権
債
務
関
係
は
公
的
に
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
も

な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
で
重
要
な
の
は
⑥
と
㈲
の

事
実
で
あ
る
。

三
　
㈲
の
事
実
も
こ
れ
だ
け
で
は
退
職
慰
労
金
請
求
権
の
根
拠
と
は

な
り
え
な
い
。
慰
労
金
支
払
の
約
定
が
含
ま
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ

る
1
閉
鎖
会
社
や
個
人
企
業
の
実
態
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
右

約
定
が
擬
制
さ
れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
㈲
の
よ
う
な

事
実
の
も
と
、
取
締
役
の
報
酬
と
任
期
を
掛
け
合
わ
せ
る
と
自
動
的

に
額
が
決
定
さ
れ
る
（
定
款
上
の
定
め
で
は
な
い
）
退
職
慰
労
金
支

給
規
定
（
最
判
昭
和
五
六
年
五
月
二
日
・
金
融
・
商
事
判
例
六
二

五
号
一
八
頁
、
東
京
地
判
昭
和
五
九
年
六
月
三
日
・
労
働
判
例
四
三

三
号
一
五
頁
参
照
。
な
お
、
東
京
地
判
平
成
三
年
七
月
一
九
日
・
金

融
・
商
事
判
例
八
九
〇
号
三
五
頁
は
、
退
職
慰
労
金
支
給
規
定
は

「
退
職
慰
労
金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
の
支
給
基
準
を
定
め
た
も
の
に

す
ぎ
ず
」
、
取
締
役
・
会
社
間
の
慰
労
金
支
給
「
約
定
の
存
在
を
認

定
す
る
上
で
は
余
り
に
も
迂
遠
な
証
拠
と
い
う
し
か
な
」
い
、
と
判
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示
す
る
）
や
退
職
役
員
に
慰
労
金
を
支
払
う
慣
行
（
東
京
地
判
平
成

五
年
一
一
月
三
〇
日
・
労
働
判
例
六
四
六
号
四
二
頁
、
東
京
地
判
平

成
二
年
四
月
二
〇
日
・
金
融
・
商
事
判
例
八
六
四
号
二
〇
頁
（
た
だ

し
、
こ
の
事
件
に
は
㈹
の
よ
う
な
事
情
は
な
い
）
参
照
）
が
存
在
し

て
も
、
同
様
で
あ
る
。
取
締
役
任
用
契
約
は
委
任
契
約
（
商
法
二
五

四
条
三
項
）
と
し
て
原
則
無
償
の
も
の
で
あ
る
か
ら
（
民
法
六
四
八

条
一
項
）
、
任
用
契
約
の
内
容
と
し
て
あ
る
い
は
そ
れ
に
伴
っ
て
、

会
社
に
退
職
慰
労
金
支
給
義
務
が
生
じ
る
と
い
う
た
め
に
は
特
約
が

締
結
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
に
つ
き
商
法
二
六
九
条
の
手
続

が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
同
条
の
趣
旨
か
ら
す
れ
ば
、
退
職
慰
労
金
支

給
規
定
や
慰
労
金
支
給
慣
行
の
存
在
が
、
そ
の
支
給
を
排
除
す
る
明

示
の
特
約
が
な
い
限
り
、
当
然
に
　
　
同
条
の
手
続
を
欠
い
て
も

　
　
慰
労
金
支
給
義
務
の
根
拠
と
な
る
（
任
用
契
約
の
内
容
と
な
る

あ
る
い
は
そ
れ
に
付
随
す
る
契
約
内
容
と
な
る
）
と
の
解
釈
は
採
れ

な
い
の
で
あ
る
（
吉
本
健
一
「
東
京
地
判
平
成
六
年
二
一
月
二
〇
日

判
例
批
評
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
九
四
八
号
（
一
九
九
七
年
）
一
二
六
頁

注
（
1
4
）
参
照
。
反
対
、
居
林
次
雄
「
本
判
決
判
例
研
究
」
金
融
・

商
事
判
例
九
一
五
号
（
一
九
九
三
年
）
四
四
頁
）
。

四
　
た
だ
し
、
取
締
役
任
用
契
約
有
償
契
約
説
の
立
場
を
採
れ
ば
、

取
締
役
は
退
任
す
る
こ
と
に
よ
り
退
職
慰
労
金
請
求
権
を
取
得
す
る

場
合
が
出
て
来
そ
う
で
あ
り
、
問
題
を
把
握
し
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
若
干
の
検
討
を
し
て
お
こ
う
。

　
前
述
の
よ
う
に
取
締
役
任
用
契
約
は
無
償
が
原
則
で
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
特
約
を
付
す
ま
で
も
な
く
取
締
役
任
用
契

約
の
有
償
性
を
認
め
る
所
説
が
あ
る
。
こ
の
所
説
に
よ
る
と
、
定
款

の
定
め
、
株
主
総
会
決
議
が
な
く
て
も
、
報
酬
の
後
払
い
と
見
ら
れ

る
限
り
退
職
慰
労
金
は
当
然
に
任
用
契
約
あ
る
い
は
そ
れ
に
付
随
す

る
契
約
の
内
容
と
な
り
、
少
な
く
と
も
抽
象
的
に
は
慰
労
金
請
求
権

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
退
職
慰
労
金
支
給
規
定
や

慰
労
金
支
給
の
慣
行
に
よ
り
自
動
的
に
慰
労
金
の
額
が
定
ま
る
場
合

に
は
、
こ
の
所
説
に
立
て
ば
、
退
任
時
に
具
体
的
な
内
容
を
有
す
る

支
給
請
求
権
が
成
立
す
る
と
思
わ
れ
る
（
有
償
性
の
具
体
化
）
ー

こ
の
よ
う
に
解
さ
な
い
と
有
償
性
の
意
味
が
な
い
。
実
際
、
有
償
契

約
説
か
ら
は
、
取
締
役
任
用
契
約
の
有
償
性
か
ら
取
締
役
は
当
然
に

抽
象
的
な
報
酬
請
求
権
を
有
す
る
（
酒
巻
俊
雄
「
大
阪
高
判
昭
和
四

三
年
三
月
一
四
日
判
例
研
究
」
週
刊
金
融
・
商
事
判
例
一
二
二
号

（
一
九
六
八
年
）
四
頁
、
宮
島
司
「
大
阪
高
判
昭
和
五
三
年
八
月
三

一
日
判
例
評
釈
」
（
一
九
八
三
年
）
下
級
審
商
事
判
例
評
釈
（
昭
和

五
〇
年
ー
五
四
年
）
四
〇
八
頁
）
。
こ
れ
に
基
づ
き
取
締
役
は
会
社

に
対
し
て
退
職
慰
労
金
に
関
す
る
株
主
総
会
決
議
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
（
報
酬
に
関
し
て
、
酒
巻
・
前
掲
四
頁
、
吉
本
健
一
「
大
阪
高

判
平
成
二
年
五
月
三
〇
日
判
例
解
説
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
四
四
一
号

107



法学研究71巻4号（’98：4）

（
一
九
九
一
年
）
一
四
〇
頁
）
、
株
主
総
会
に
は
相
当
な
額
の
決
定
を

な
す
べ
き
要
請
が
働
く
こ
と
に
な
る
、
と
説
か
れ
る
（
川
島
い
づ
み

「
本
判
決
判
例
紹
介
」
税
経
通
信
四
八
巻
五
号
（
一
九
九
三
年
）
二

二
二
～
二
一
四
頁
・
二
一
七
頁
）
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
右
の
よ
う
な

決
定
が
な
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
退
職
取
締
役
は
債
務
不
履
行
に
よ

る
損
害
賠
償
請
求
を
会
社
に
な
し
う
る
と
さ
れ
る
（
川
島
い
づ
み

「
取
締
役
報
酬
の
減
額
、
無
償
化
、
不
支
給
を
め
ぐ
る
問
題
」
判
例

タ
イ
ム
ズ
七
七
二
号
（
一
九
九
二
年
）
八
一
頁
。
報
酬
に
関
し
て
、

酒
巻
・
前
掲
四
頁
）
。
有
償
契
約
説
を
貫
徹
す
る
解
釈
で
あ
り
、
ま

た
こ
の
よ
う
に
考
え
な
け
れ
ば
有
償
性
の
内
容
に
疑
間
が
生
じ
よ
う
。

し
た
が
っ
て
、
取
締
役
任
用
契
約
有
償
契
約
説
を
採
る
と
、
一
方
で
、

定
款
に
定
め
の
な
い
場
合
の
株
主
総
会
決
議
の
位
置
づ
け
が
問
題
と

な
る
1
商
法
二
六
九
条
の
存
在
意
義
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
（
山
部
俊
文
「
東
京
地
判
平
成
三
年
七
月
一
九
日
判
例
研
究
」
金

融
・
商
事
判
例
九
〇
〇
号
（
一
九
九
二
年
）
四
二
頁
参
照
）
。

　
同
条
の
趣
旨
と
し
て
「
お
手
盛
り
の
防
止
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し

か
し
、
「
お
手
盛
り
」
に
さ
え
な
ら
な
け
れ
ば
株
主
の
意
思
は
結
果

的
に
実
現
さ
れ
な
く
て
よ
い
、
と
ま
で
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
同
条

は
相
当
の
額
の
退
職
慰
労
金
支
給
の
株
主
総
会
決
議
を
な
す
義
務
を

定
め
る
も
の
で
は
な
い
1
慰
労
金
の
支
給
・
不
支
給
、
そ
の
額
に

つ
き
、
株
主
は
自
由
に
判
断
し
う
る
と
解
さ
な
け
れ
ば
（
慰
労
金
支

給
規
定
や
支
給
の
従
来
慣
行
に
よ
ら
ず
、
退
職
慰
労
金
額
を
決
定
し

（
東
京
地
判
昭
和
六
二
年
三
月
二
六
日
・
金
融
・
商
事
判
例
七
七
六

号
三
五
頁
）
、
ま
た
は
、
不
支
給
の
決
議
（
弥
永
真
生
「
役
員
報
酬

の
返
上
、
減
額
、
不
支
給
を
め
ぐ
る
法
的
間
題
」
代
行
リ
ポ
ー
ト
一

一
八
号
（
一
九
九
七
年
）
八
頁
）
を
な
す
こ
と
も
で
き
る
）
、
取
締

役
の
報
酬
を
株
主
総
会
決
議
事
項
と
す
る
同
条
の
意
味
が
な
く
な
る

（
民
法
上
の
契
約
法
理
で
処
理
す
れ
ば
足
り
る
）
。
確
か
に
、
少
数
派

の
取
締
役
保
護
の
問
題
は
あ
る
が
、
そ
れ
を
取
締
役
・
会
社
間
の
法

的
関
係
や
二
六
九
条
自
体
に
帰
着
さ
せ
て
よ
い
の
か
（
同
条
に
は
株

主
の
利
益
保
護
の
機
能
が
期
待
さ
れ
て
い
る
）
1
こ
れ
ら
の
構
造

的
間
題
な
の
か
ど
う
か
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
慎
重
な
検
討
が
必

要
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
現
行
法
を
前
提
に
す
る
限
り
、
有
償
契
約

説
の
結
論
・
構
成
は
、
立
法
論
の
領
域
に
属
す
る
も
の
だ
と
思
わ
れ

る
。
取
締
役
任
用
契
約
は
委
任
の
本
則
ど
お
り
無
償
契
約
で
あ
る
が
、

株
主
総
会
決
議
に
よ
る
特
約
（
会
社
を
代
表
す
る
取
締
役
と
の
取
締

役
任
用
契
約
の
内
容
あ
る
い
は
そ
れ
に
付
随
す
る
契
約
内
容
と
さ
れ

る
）
に
よ
り
、
取
締
役
は
報
酬
や
退
職
慰
労
金
を
請
求
で
き
る
と
解

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
こ
の
点
、
無
償
契
約
説
を
採
っ
て
も
、
通
常
取
締
役
任
用
契

約
は
有
償
特
約
つ
き
で
締
結
さ
れ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
（
浜
田
道
代

・
新
版
注
釈
会
社
法
㈲
（
一
九
八
七
年
）
三
八
八
頁
）
。
定
款
の
定
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め
や
株
主
総
会
決
議
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
そ
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。

け
れ
ど
も
こ
の
前
提
を
欠
く
の
で
あ
れ
ば
問
題
で
あ
る
。
前
提
を
欠

き
な
が
ら
、
有
償
契
約
説
を
貫
徹
す
る
の
と
同
じ
結
論
が
有
償
特
約

に
よ
り
導
か
れ
る
と
す
る
と
、
商
法
二
六
九
条
は
全
く
無
視
さ
れ
て

し
ま
う
。
こ
の
場
合
に
も
、
株
主
総
会
決
議
に
よ
り
始
め
て
（
具
体

的
）
退
職
慰
労
金
請
求
権
が
発
生
す
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
右

（
有
償
）
特
約
は
、
株
主
総
会
が
そ
の
旨
の
決
議
を
な
せ
ば
慰
労
金

を
支
払
う
と
の
内
容
を
有
す
る
に
す
ぎ
ず
、
有
償
性
自
体
の
問
題
で

は
な
い
。

五
　
さ
て
、
前
述
の
判
例
の
立
場
を
前
提
と
し
な
が
ら
も
、
二
六
九

条
の
条
件
を
満
た
さ
な
い
の
に
退
職
慰
労
金
請
求
を
認
め
る
裁
判
例

が
存
在
す
る
。
大
阪
地
判
昭
和
四
六
年
三
月
二
九
日
・
判
例
時
報
六

四
五
号
一
〇
二
頁
は
、
被
告
会
社
は
原
告
に
対
し
、
従
業
員
退
職
金

お
よ
び
取
締
役
退
職
慰
労
金
を
支
払
う
旨
約
束
し
た
が
、
「
被
告
会

社
は
商
法
所
定
の
株
式
会
社
と
し
て
の
資
本
構
成
、
機
関
運
営
、
利

益
分
配
な
ど
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
た
だ
税
金
対
策
上
株
式
会
社
組

織
に
さ
れ
て
い
る
が
、
株
式
会
社
と
い
う
の
は
名
前
だ
け
の
も
の
で

あ
り
、
そ
の
実
態
は
そ
れ
以
前
の
個
人
的
営
業
時
代
と
何
ら
変
わ
ら

な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
原
告
と
甲
の
二
人
が
主
と
し
て
後
者
が
中
心

と
な
っ
て
営
ん
で
い
た
個
人
的
営
業
で
…
（
中
略
）
…
あ
っ
て
、
こ

の
場
合
株
式
会
社
に
お
け
る
所
有
と
経
営
の
分
離
と
い
う
現
象
自
体

が
存
在
し
な
い
。
も
し
、
こ
の
場
合
に
前
記
商
法
…
…
第
二
六
九
条

を
形
式
的
に
適
用
す
れ
ば
、
被
告
会
社
の
実
態
に
は
な
は
だ
即
し
な

い
も
の
と
な
る
。
な
お
被
告
会
社
が
、
も
し
前
記
商
法
の
規
定
に
よ

り
、
本
件
約
束
に
よ
る
義
務
を
免
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
右
会
社
の

実
態
か
ら
し
て
、
原
告
が
そ
の
営
業
か
ら
離
脱
し
た
後
、
甲
一
人
が

右
規
定
に
籍
口
し
て
個
人
的
利
益
を
不
当
に
保
護
さ
れ
る
結
果
に
な

る
の
み
で
あ
っ
て
、
正
義
、
衡
平
の
観
念
に
反
す
る
こ
と
著
し
い
も

の
が
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
本
件
約
束
は
…
（
中

略
）
…
、
取
締
役
退
職
慰
労
金
を
含
む
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
株
主

総
会
の
決
議
を
経
て
い
な
い
か
ら
無
効
で
あ
る
と
、
被
告
は
主
張
す

る
が
、
被
告
会
社
の
実
態
か
ら
み
て
、
前
記
商
法
の
規
定
の
趣
旨
お

よ
び
正
義
、
衡
平
の
観
念
に
照
ら
し
、
被
告
の
右
主
張
は
許
さ
れ
な

い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」
と
す
る
。
ま
た
、
東
京
地

判
平
成
六
年
一
〇
月
三
一
日
・
判
例
タ
イ
ム
ズ
八
九
二
号
二
三
八
頁

は
、
原
告
で
あ
る
退
職
取
締
役
と
被
告
会
社
代
表
取
締
役
乙
と
の
間

で
退
職
金
支
給
が
合
意
さ
れ
た
こ
と
を
前
提
に
、
「
被
告
会
社
は
、

代
表
取
締
役
で
あ
る
乙
を
中
心
と
す
る
同
族
会
社
で
あ
る
と
と
も
に
、

乙
の
い
わ
ゆ
る
ワ
ン
マ
ン
会
社
で
あ
り
、
被
告
会
社
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
、
株
主
総
会
や
取
締
役
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
な
く
、

被
告
会
社
の
運
営
は
全
て
乙
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ

る
か
ら
、
被
告
会
社
は
、
原
告
に
対
す
る
退
職
金
の
支
給
に
つ
い
て
、
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株
主
総
会
決
議
が
な
い
こ
と
を
も
っ
て
、
そ
の
支
給
を
拒
絶
す
る
こ

と
は
、
信
義
則
上
、
許
さ
れ
な
い
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
」
と
判
示
す
る
。
そ
の
控
訴
審
判
決
で
あ
る
東
京
高
判
平
成
七

年
五
月
二
五
日
・
判
例
タ
イ
ム
ズ
八
九
二
号
二
三
六
頁
も
、
控
訴
人

会
社
と
被
控
訴
人
と
の
間
に
退
職
金
を
支
払
う
旨
の
合
意
が
成
立
し

て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
乙
以
外
の
控
訴
人
会
社
の
株
主
は
「
株
の
配

当
は
受
け
取
っ
て
い
た
も
の
の
そ
の
余
の
株
主
権
を
行
使
し
た
こ
と

が
な
く
、
実
質
的
に
株
主
権
を
行
使
し
て
控
訴
人
会
社
を
運
営
し
て

い
た
の
は
乙
一
人
で
あ
」
る
と
の
認
定
の
も
と
、
「
株
主
総
会
の
決

議
事
項
に
つ
い
て
株
主
総
会
に
代
わ
り
意
思
決
定
す
る
等
実
質
的
に

株
主
権
を
行
使
し
て
会
社
を
運
営
す
る
株
主
が
唯
一
人
で
あ
る
場
合

に
、
そ
の
一
人
の
株
主
に
よ
っ
て
退
職
金
の
額
の
決
定
が
さ
れ
た
と

き
は
、
実
質
上
株
主
保
護
が
図
ら
れ
取
締
役
の
い
わ
ゆ
る
お
手
盛
り

は
防
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
株
主
総

会
の
決
議
が
な
く
て
も
こ
れ
が
あ
っ
た
と
同
視
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
べ
き
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
控
訴
人
会
社
の
よ
う
に
、
株
主

総
会
が
一
度
も
開
か
れ
ず
、
計
算
書
類
の
承
認
、
取
締
役
の
選
任
、

退
職
金
を
除
く
取
締
役
の
報
酬
の
決
定
等
法
律
上
株
主
総
会
の
決
議

で
な
す
べ
き
事
項
が
す
べ
て
乙
に
よ
っ
て
意
思
決
定
さ
れ
て
き
た
場

合
に
は
、
他
の
株
主
は
乙
に
対
し
て
株
主
総
会
の
決
議
で
な
す
べ
き

事
項
の
処
理
を
ゆ
だ
ね
て
い
た
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
、

前
示
事
実
関
係
の
も
と
で
は
、
乙
が
決
定
し
た
退
職
金
に
つ
い
て
株

主
総
会
の
決
議
の
欠
訣
を
主
張
し
て
そ
の
支
払
を
拒
む
こ
と
は
、
信

義
則
上
許
さ
れ
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」
と
し
た
。
さ
ら

に
、
取
締
役
退
職
慰
労
金
の
性
格
を
併
せ
持
つ
こ
と
が
否
定
で
き
な

い
支
払
金
に
つ
き
、
大
阪
高
判
平
成
元
年
一
二
月
二
一
日
・
判
例
時

報
二
二
五
二
号
一
四
三
頁
は
、
「
本
件
支
払
金
を
控
訴
人
に
支
払
う

こ
と
に
つ
い
て
は
実
質
上
の
株
主
で
あ
る
丙
及
び
丁
が
承
諾
し
て
い

た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
前
記
商
法
二
六
九
条
の
趣
旨

か
ら
す
れ
ば
、
実
質
的
な
株
主
全
員
の
承
諾
を
得
た
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
目
的
と
す
る
弊
害
は
防
止
し
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
支
払

金
に
つ
い
て
は
株
主
総
会
の
決
議
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
扱
う
の
が

相
当
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」
と
い
う
。

　
こ
れ
ら
と
本
判
決
に
よ
る
と
、
実
質
的
一
人
会
社
で
あ
っ
た
り
、

実
態
が
個
人
的
営
業
の
会
社
（
ワ
ン
マ
ン
会
社
）
で
あ
る
場
合
に
は
、

実
質
的
株
主
全
員
や
ワ
ン
マ
ン
経
営
者
に
よ
る
具
体
的
な
慰
労
金
支

給
の
約
定
・
承
諾
が
あ
れ
ば
i
前
記
㈲
と
㈲
の
事
実
が
あ
れ
ば
、

商
法
二
六
九
条
の
手
続
が
な
く
て
も
、
退
職
取
締
役
の
慰
労
金
請
求

が
認
め
ら
れ
る
。

六
　
前
掲
平
成
元
年
大
阪
高
裁
判
決
は
、
実
質
的
株
主
（
二
名
）
全

員
が
取
締
役
の
退
職
慰
労
金
（
の
性
格
を
有
す
る
支
払
金
）
を
承
諾

し
て
い
る
か
ら
、
商
法
二
六
九
条
の
株
主
総
会
決
議
が
あ
っ
た
も
の
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と
し
て
扱
う
べ
き
で
あ
る
と
す
る
（
前
掲
平
成
七
年
東
京
高
裁
判
決

も
同
趣
旨
を
述
べ
る
）
。
（
実
質
的
）
一
人
会
社
の
法
理
に
解
決
を
委

ね
る
方
法
と
い
え
、
例
外
的
結
論
を
導
く
の
に
説
得
力
の
あ
る
論
理

構
成
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
前
掲
昭
和
四
六
年
大
阪
地

裁
判
決
、
平
成
六
年
東
京
地
裁
判
決
、
平
成
七
年
東
京
高
裁
判
決
お

よ
び
本
判
決
は
、
実
態
が
個
人
的
営
業
の
会
社
で
あ
る
と
か
、
代
表

取
締
役
を
中
心
と
す
る
同
族
会
社
で
あ
り
ワ
ン
マ
ン
会
社
で
あ
っ
て
、

株
主
総
会
も
取
締
役
会
も
全
く
開
催
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
の
に
、
代

表
者
が
一
旦
約
束
し
て
お
き
な
が
ら
、
株
主
総
会
決
議
を
欠
く
旨
抗

弁
す
る
の
は
、
信
義
則
上
あ
る
い
は
衡
平
の
理
念
か
ら
許
さ
れ
な
い

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
衡
平
の
理
念
」
に
対
し
て
は
、
こ
れ

ら
の
判
決
の
結
論
を
肯
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
詳
細
に
事
実

を
認
定
し
、
（
実
質
的
）
一
人
会
社
の
法
理
に
よ
り
問
題
を
解
決
す

べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
の
指
摘
が
あ
る
（
早
川
勝
「
本
判
決
判

例
評
論
」
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
㎜
7
（
一
九
九
三
年
）
一
一
一

頁
）
。
確
か
に
そ
う
だ
と
考
え
る
が
、
右
の
よ
う
な
判
決
を
積
極
的

に
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
昭
和
四
六
年
大
阪
地
裁
判
決
の
事
例
は
、
「
被
告
会

社
は
…
（
中
略
）
…
、
真
実
株
主
の
出
資
が
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
株
主
名
簿
は
存
在
し
な
い
」
も
の
で
あ
り
、
平
成
七
年
東
京
高

裁
判
決
の
事
例
で
は
、
各
株
主
は
「
株
の
配
当
」
を
受
け
取
っ
て
い

る
。
そ
し
て
本
件
は
、
株
主
構
成
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
く
、

出
資
関
係
も
A
だ
け
が
掌
握
し
て
い
る
事
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
で
、
（
実
質
的
）
一
人
会
社
で
あ
る
と
は
判
断
し
に
く
い
で
あ

ろ
う
し
（
本
件
判
決
の
結
論
に
賛
成
し
、
理
由
と
し
て
（
実
質
的
）

一
人
会
社
の
法
理
に
よ
り
株
主
総
会
決
議
の
擬
制
を
行
う
べ
き
で
あ

る
と
の
主
張
が
あ
る
（
金
義
勝
「
本
判
決
判
例
研
究
」
早
稲
田
法
学

七
二
巻
三
号
（
一
九
九
七
年
）
三
八
O
～
三
八
一
頁
）
。
し
か
し
な

が
ら
、
（
実
質
的
）
一
人
会
社
で
は
株
主
総
会
決
議
が
擬
制
さ
れ
る

の
で
あ
れ
ば
、
（
実
質
的
）
一
人
会
社
の
判
定
基
準
が
甘
く
な
っ
て

は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
点
、
早
川
・
前
掲
二
一
頁
は
、
株
主

総
会
決
議
の
擬
制
構
成
を
採
る
に
は
、
商
法
二
六
九
条
の
株
主
保
護

の
趣
旨
が
損
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
か
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
本
件

認
定
事
実
だ
け
で
は
こ
れ
を
判
断
で
き
な
い
と
さ
れ
、
川
島
・
前
掲

・
税
経
通
信
四
八
巻
五
号
一
二
三
頁
は
、
本
件
は
実
態
が
個
人
的
営

業
で
あ
る
と
も
一
人
会
社
で
あ
る
と
も
い
え
な
い
事
案
だ
と
解
さ
れ

て
い
る
）
、
ま
た
、
対
外
的
責
任
関
係
に
関
す
る
法
人
格
否
認
の
法

理
も
適
用
場
面
を
異
に
す
る
と
思
わ
れ
る
（
も
っ
と
も
、
居
林
・
前

掲
四
五
頁
、
石
田
宣
孝
「
東
京
高
判
平
成
七
年
五
月
二
五
日
判
例
批

評
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
九
四
八
号
（
一
九
九
七
年
）
一
一
九
頁
は
法
人

格
否
認
の
法
理
の
適
用
を
肯
定
さ
れ
る
）
。
む
し
ろ
、
右
の
よ
う
な

状
況
を
前
提
に
（
事
実
㈲
）
、
代
表
取
締
役
が
経
営
を
掌
握
し
て
お
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り
、
（
株
主
総
会
や
取
締
役
会
決
議
を
欠
く
と
い
う
）
手
続
の
欠
鋏

に
も
か
か
わ
ら
ず
代
表
取
締
役
の
な
す
決
定
が
会
社
の
意
思
決
定
と

し
て
扱
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
は
（
事
実
㈲
）
、
そ
の
決
定
に

つ
き
少
な
く
と
も
対
内
的
に
利
害
対
立
が
生
じ
た
と
き
に
は
、
当
該

代
表
取
締
役
に
代
表
さ
れ
る
会
社
は
対
内
手
続
欠
鉄
の
主
張
－
退

職
慰
労
金
支
給
特
約
無
効
の
主
張
は
で
き
な
い
、
と
い
う
解
決
の
仕

方
が
実
際
的
で
は
な
か
ろ
う
か
（
法
定
手
続
の
不
遵
守
を
一
般
的
に

容
認
す
る
も
の
で
は
な
い
）
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
本
判
決
の
「
衡

平
の
理
念
」
を
肯
定
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
（
こ
の

点
に
関
し
、
森
田
章
「
本
判
決
判
例
研
究
」
商
事
法
務
一
四
一
四
号

（
一
九
九
六
年
）
三
三
頁
は
、
「
同
族
会
社
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
、

通
常
は
会
社
法
秩
序
を
遵
守
し
て
い
な
い
の
に
何
か
紛
争
が
起
き
た

と
き
だ
け
会
社
法
秩
序
の
遵
守
を
主
張
す
る
の
は
、
権
利
の
濫
用
と

い
う
べ
き
こ
と
に
な
ろ
う
。
」
と
さ
れ
る
。
基
本
的
な
視
点
は
そ
の

と
お
り
で
あ
ろ
う
）
。

　
な
お
、
㈲
、
㈲
の
事
実
に
か
か
わ
り
な
く
、
実
質
的
内
容
が
合
理

的
な
も
の
で
あ
る
限
り
、
代
表
取
締
役
の
な
す
約
束
（
退
職
慰
労
金

支
給
約
束
は
そ
の
一
種
）
は
会
社
を
有
効
に
拘
束
す
る
、
と
の
主
張

も
な
さ
れ
て
い
る
（
江
頭
・
前
掲
一
五
一
頁
）
。
柔
軟
な
発
想
で
は

あ
る
が
、
現
行
法
の
予
定
す
る
株
式
会
社
の
機
関
構
造
1
ー
機
関
権

限
の
理
解
を
根
本
か
ら
変
え
な
い
限
り
、
解
釈
論
と
し
て
は
無
理
が

あ
る
と
考
え
る
。

山
本
爲
三
郎
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